






































委託報告書（平成 25 年 3 月）」）の一部に基づくものである。データの一部を再分析したうえで，相談機関の認知，お
よび，こころに問題を抱えた人への偏見が彼らに対する支援にどのような影響を与えるのかを検討した。その結果，
調査の対象となった市民のうち，“周囲にこころの問題を抱えていると思われる人がいる”と答えた人が 2 割強を占め，







2013 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学 人間心理学科教授　社会心理学











調査期間は，2012 年 12 月中旬から 2013 年 1















































20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 計
総計
主な職業 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
自営業・家業手伝い 1 4 9 4 9 12 18 12 31 19 8 9 76 60 136
会社員・公務員 28 37 67 48 91 31 71 20 40 15 4 0 301 151 452
非正規雇用 3 19 3 48 3 66 6 41 29 32 4 9 48 215 263
学生 15 9 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 16 10 26
無職 2 2 0 3 6 5 2 1 83 14 68 19 161 44 205
専業主婦 0 12 0 62 0 34 0 52 0 119 0 67 0 346 346
計 49 83 80 166 109 148 97 126 183 199 84 104
602 826 1428
















147 人，女性 155 人）が答えた〝自分の周囲にい
るこころに問題を抱えた人〟 の年代の内訳は，10
代が 6.6%，20 代が 14.6%，30 代が 24.2%，40 代
が 21.5%，50 代 が 14.9%，60 代 が 13.6%，70 代





無回答者を除く 312 人中，「家族」が 34%，「友
人」が 17%，「親戚」が 11%，「隣人」が 11%，「職
場の同僚」が 9%，「友人の家族」が 6%，「職場







総計20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明
いる 10 10 2 19 46 5 28 40 1 21 38 1 21 38 5 9 16 6 108 188 20 316
いない 40 75 5 61 120 10 80 107 4 77 86 10 161 158 19 76 85 11 495 631 59 1185
計 50 85 7 80 166 15 108 147 5 98 124 11 182 196 24 85 101 17
603 819 79 1501




総計10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
人数 7 13 24 20 41 32 38 27 19 26 14 27 4 10 147 155 302
男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明 男 女 不明
いる 10 10 2 19 46 5 28 40 1 21 38 1 21 38 5 9 16 6 108 188 20 316
いない 40 75 5 61 120 10 80 107 4 77 86 10 161 158 19 76 85 11 495 631 59 1185










142 261 260 233 402 203
603 819 1501
２０代 ３０代 40代 50代 60代
図 1　こころの問題を抱えた人との関係
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
人数 7 13 24 20 41 32 38 27 19 26 14 27 4 10 147 155 302
�３�こころの問題を抱えていると思われる人の年代と性別����者を��302人の��を�計�
総計
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は，10 代が 30%，20 代が 28%，30 代が 22%，
40 代が 17%，50 代が 11%，60 代が 12%，70 代












































こころの問題を抱えている人（本人）の相談にのった 69 37 75 122 144 159
こころの問題を抱えている人の家族の相談にのった 21 85 61 136 82 221
地域の民生委員に心の問題を抱えている人がいることを伝えた 3 103 3 193 6 296
地域の民生委員に心の問題を抱えている人への対応方法を相談した 2 104 2 195 4 299
相談機関（電話相談を含む）にこころの問題を抱えている人がいることを伝えた 10 96 1 196 11 292
相談機関（電話相談を含む）にこころの問題を抱えている人への対応方法を相談した 11 95 2 195 13 290
こころの問題を抱えている人（本人）に医療機関を紹介した 38 68 13 184 51 252
こころの問題を抱えている人の家族に医療機関を紹介した 4 102 8 189 12 291
こころの問題を抱えている人（本人）に相談機関（電話相談を含む）を紹介した 7 99 2 195 9 294
こころの問題を抱えている人の家族に相談機関（電話相談を含む）を紹介した 7 99 9 188 16 287
こころの問題を抱えている人のことを、その人とは関係のな
い第三者（友人や職場の同僚など）に話した


















紹介したい気持ちはあったが、どのようにして紹介したらよいのか分からない 3 5 15 34 18 39
紹介することで自分に何らかの不利益が生じる恐れを感じた 1 7 4 45 5 52



























20 代が 27%，30 代が 29%，40 代が 27%，50 代







た場合を 1 点，「あまりあてはまらない」を 2 点，
「どちらとも言えない」を 3 点，「ややあてはまる」








知っている 知らない 柏市の広報誌 インターネット 知り合いから聞いた パンフレット・チラシ その他
柏市地域生活支援センター　あいネット 358 1158 244（68.2%） 34（9.5%） 46（12.8%）53（14.8%） 27（7.5%）
千葉いのちの電話 366 1149 157（42.9%） 29（7.9%） 28（7.7%） 126（34.4%）50（13.7%）
働く人の悩みホットライン（日本産業カウンセラー協会） 157 1359 77（49.0%） 15（9.6%） 18（11.5%）40（25.5%）23（14.6%）
柏総合労働相談コーナ （ー柏労働基準監督署） 232 1284 125（53.9%）25（10.8%）44（19.0%）31（13.4%）32（13.8%）
ハローワークプラザ柏 722 794 309（42.8%）123（17.0%）143（19.8%）98（13.6%）109（15.1%）
千葉県労働相談センター（千葉県） 179 1337 95（53.1%）28（15.6%）33（18.4%）31（17.3%）19（10.6%）
こころの健康相談（柏市） 378 1138 285（75.4%） 23（6.1%） 20（5.3%） 66（17.5%） 17（4.5%）
医療安全相談（柏市） 148 1368 115（77.7%） 8（5.4%） 15（10.1%） 12（8.1%） 14（9.5%）
にこにこダイヤルかしわ（柏市） 188 1328 118（62.8%） 11（5.9%） 8（4.3%） 50（26.6%） 14（7.4%）
少年相談（少年補導センター）（柏市） 299 1217 198（66.2%） 16（5.4%） 37（12.4%）37（12.4%）35（11.7%）




（年代不明者を含む） 総計20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 不明
受けてみたい 12 25 22 48 21 46 19 33 31 50 15 15 120 218 17 355
どちらとも言えない 21 34 35 78 49 57 39 52 69 81 26 38 240 340 28 608
受けようとは思わない 16 23 22 37 35 41 38 37 69 52 35 33 215 223 29 467





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































96 人であった。また，既知群 206 人中，相談ま
たは伝達した人は 16 人，いずれもしていない人
は 190 人であった。2 × 2 の集計表の中に観測度
数 10 以下のセルがあるので，直接確率計算
（fisher's exact test）を行ったところ，人数の偏

















































































































































































































































は 55 人であった。また，既知群 140 人中，紹介


















関を紹介した人は 6 人，紹介していない人は 66
人であった。また，偏見高群 60 人中，紹介した






























いると答えた 9 人を除く 307 人が分析対象である
（有効回答者は 278 人）。その結果，偏見低群 150
人のうち，働きかけありは 96 人，働きかけなし
は 54 人であった。また，偏見高群 128 人中，働

























































































































































































































































































































































































































































































































































































いはその予備軍）が 5 人に 1 人の割合で存在する


















の内訳をみると，30 代と 40 代が最も多い。性別
で比較すると，20 代，30 代，40 代では男性が，
それ以外の世代では女性の割合が高い。また，医
療・相談機関の利用率は，若い世代ほど低い傾向
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